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日本は，核兵器を持たざる国でありつつ，長

いあいだ原子力発電に相当程度依存してきた。

そのような国は他にも存在するが，次のような

条件を加えると，日本は世界でも稀有な国とな

る。それは，(1)ウランの濃縮設備と使用済み

核燃料の再処理設備を青森県六ケ所村に擁し，

すでに 10 トン弱のプルトニウムを保有してい

る，(2)それ以外にも，イギリスとフランスに

使用済み核燃料の処理を委託してきた結果，あ

わせて 40 トン弱のプルトニウムを両国に保有

している，という 2条件である。

プルトニウムは核兵器の原料となりうる。も

ちろん，使用済み核燃料の処理によって作られ

るプルトニウムと核兵器の原料となるプルトニ

ウムとでは純度が異なるから，転用は困難であ

る。しかし，日本の技術力をもってすればその

転用は可能であると，海外の人々は思っている

だろう。核兵器への転用の懸念を払拭するた

め，日本の原子力関係者は，六ケ所の諸施設へ

の国際査察を積極的に受け入れるとともに，日

米原子力協定を通じてアメリカ政府の「お墨付

き」（日本はプルトニウムを平和利用するとい

うお墨付き）を得てきた。

今回取り上げる鈴木達治郎著『核兵器と原発

日本が抱える「核」のジレンマ』は，核兵器と

原子力発電とのかかわりについて，鋭く切り込

んだ好書である。使用済み核燃料の問題に焦点

を合わせ，核兵器不拡散の立場から，プルトニ

ウムを生み出す核燃料サイクル方式を批判し

て，一度使った核燃料をそのまま処分する「ワ

ンススルー」と呼ばれる直接処分方式を提唱し

ている。

本書は，著者自身の原子力委員会委員長代理

時代の経験に言及している点でも，興味深い。

使用済み核燃料の直接処分論者である著者は，

政府が主張する核燃料サイクル一本槍論を鋭く

批判し続けてきた。そして，原子力委員会委員

長代理として，きちんとした手順を踏んで，核

燃料サイクル一本槍路線を修正する直前まで

いった。しかし，事情に詳しくない新聞記者が

原子力委員会がらみの秘密会議に関するスクー

プ記事を書いた際に，著者を主たる批判対象に

したため，結局，著者が進めていた核燃料サイ

クル路線の修正は実現するに至らなかった。秘

密会議を告発することは当然であるが，新聞記

者は，本来であれば守旧派を攻撃すべきだった

にもかかわらず，改革派である著者を中心的に

批判した。その結果，実情に合わなくなった核

燃料サイクル路線に固執する政府方針が部分的

ではあれ正される機会は，失われることになっ

たのである。
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